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FAX０４３－２０３－６６５８（代）

文
部
科
学
省
は
�
日
、
同
省
関
係
機
関
か
ら
情
報
提
供
の
あ
っ
た
�
年
度
（
第
�
次
追
加
分
）
発
注
見
通
し
を
公

表
し
た
。
本
県
関
係
で
は
、
国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
で
総
合
研
究
棟
（
工
学
系
）
新
営
そ
の
他
工
事
を
一
般
競
争

入
札
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
工
事
）
で
第
�
四
半
期
に
発
注
す
る
な
ど
�
件
の
発
注
を
計
画
し
て
い
る
。

千
葉
大
学
で
は
総
合
研
究

棟
（
工
学
系
）
新
営
そ
の
他

工
事
の
ほ
か
に
も
、
▽
環
境

リ
モ
セ
ン
施
設
棟
太
陽
光
発

電
設
備
取
設
工
事
▽
千
葉
大

学
附
属
小
学
校
プ
ー
ル
改
修

（
Ⅱ
期
）
そ
の
他
工
事
▽
亥

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ー
ク
ル
会

館
等
屋
上
防
水
改
修
工
事
▽

西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
新
営
工
事

設
計
業
務
│
│
の
�
件
を
新

た
に
追
加
し
た
。

こ
の
う
ち
、熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
新
営
工
事
設
計

業
務
に
つ
い
て
は
、第
�
四

半
期
に
簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式（
拡
大
）で
委
託

す
る
予
定
。履
行
期
間
は
約

�
ヵ
月
。熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設（
�
�
�
㎡
）の
新
営
工

事
設
計
業
務
で
、工
事
は
来

年
度
以
降
に
建
築
・
設
備
一

括
で
発
注
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

下
半
期
に
発
注
を
予
定
し

て
い
る
文
部
科
学
省
関
係
機

関
の
工
事
・
業
務
は
次
の
通

り
。
▽
案
件
名
（
場
所
）
	

①
種
別
②
期
間
③
概
要
④
発

注
時
期
（
四
半
期
）
⑤
備
考

│
│
の
順
。

工

事

【
国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
】

■
一
般
競
争
入
札
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
対
象
工
事
）

▽
千
葉
大
学
（
西
千
葉
）

総
合
研
究
棟
（
工
学
系
）
新

営
そ
の
他
工
事
（
千
葉
市
稲

毛
区
弥
生
町


‐
�
、
西
千

葉
団
地
構
内
）
	
①
建
築
一

式
②
約
�
ヵ
月
③
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造



階
建
て
延
べ
�


�
�
㎡

の
新
営
そ
の
他
工
事
④
第
�

■
一
般
競
争
入
札

▽
千
葉
大
学
（
西
千
葉
）

総
合
研
究
棟
（
工
学
系
）
新

営
そ
の
他
電
気
設
備
工
事

（
千
葉
市
稲
毛
区
弥
生
町



‐
�
、
西
千
葉
団
地
構
内
）

	
①
電
気
②
約
�
ヵ
月
③
合

研
究
棟
（
工
学
系
）
新
営
そ

の
他
工
事
に
伴
う
電
気
設
備

工
事
④
第
�

▽
千
葉
大
学
（
西
千
葉
）

総
合
研
究
棟
（
工
学
系
）
新

営
そ
の
他
機
械
設
備
工
事

（
千
葉
市
稲
毛
区
弥
生
町



‐
�
、
西
千
葉
団
地
構
内
）

	
①
管
②
約
�
ヵ
月
③
総
合

研
究
棟
（
工
学
系
）
新
営
そ

の
他
工
事
に
伴
う
機
械
設
備

工
事
④
第
�

▼（
西
千
葉
）環
境
リ
モ
セ

ン
施
設
棟
太
陽
光
発
電
設
備

取
設
工
事（
千
葉
市
稲
毛
区

弥
生
町


‐
�
、西
千
葉
団
地

構
内
）	
①
電
気
②
約
�
ヵ

月
③
太
陽
光
発
電
設
備
を
取

設
す
る
工
事
④
第
�
⑤
追
加

▼
千
葉
大
学
（
附
小
）
プ

ー
ル
改
修
（
Ⅱ
期
）
そ
の
他

工
事
（
千
葉
市
稲
毛
区
弥
生

町


‐
�
、
西
千
葉
団
地
構

内
）
	
①
建
築
一
式
②
約
�

ヵ
月
③
附
属
小
学
校
屋
外
プ

ー
ル
施
設






㎡
の
改
修

工
事
④
第
�
⑤
追
加

▼
千
葉
大
学
（
亥
鼻
）
サ

ー
ク
ル
会
館
等
屋
上
防
水
改

修
工
事
（
千
葉
市
稲
毛
区
弥

生
町


‐
�
、
西
千
葉
団
地

構
内
）
	
①
建
築
一
式
②
約

�
ヵ
月
③
屋
上
防
水
工
事
④

第
�
⑤
追
加

【
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
】

■
一
般
競
争
入
札

▽
東
京
大
学
（
柏
の
葉
駅

前
）
総
合
研
究
棟
新
営
電
気

設
備
工
事
（
柏
市
、
東
京
大

学
構
内
）
	
①

電
気
②
約
�
ヵ

月
③
総
合
研
究

棟
新
営
（
Ｒ
Ｃ

造
�
階
建
て
延

べ
�
�
�
�

㎡
）
の
電
気
設

備
工
事
④
第
�

▽
東
京
大
学

（
柏
の
葉
駅
前
）

総
合
研
究
棟
新

営
機
械
設
備
工

事（
柏
市
、東
京

大
学
構
内
）	

①
管
②
約
�
ヵ

月
③
総
合
研
究

棟
新
営（
Ｒ
Ｃ

造
�
階
建
て
延

べ
�
�
�
�

㎡
）の
機
械
設

備
工
事
④
第
�

▽
東
京
大
学
（
柏
の
葉
駅

前
）
総
合
研
究
棟
新
営
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
工
事
（
柏
市
、
東

京
大
学
構
内
）
	
①
機
械
器

具
設
置
②
約
�
ヵ
月
③
総
合

研
究
棟
新
営
（
Ｒ
Ｃ
造
�
階

建
て
延
べ
�
�
�
�
㎡
）
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
④
第
�

【
国
立
大
学
法
人
東
京
医

科
歯
科
大
学
】

■
一
般
競
争
入
札

▼
東
京
医
科
歯
科
大
学
国

府
台
団
地
管
理
研
究
棟
改
修

工
事（
市
川
市
国
府
台
�
‐
�

‐
�
、国
府
台
団
地
構
内
）	

①
建
築
一
式
②
約
�
ヵ
月
③

教
育
研
究
施
設（
Ｒ
Ｃ
造
�

階
建
て
延
べ


�




㎡
）の

内
外
装
改
修
④
第
�
⑤
追
加

▼
東
京
医
科
歯
科
大
学
国

府
台
団
地
管
理
研
究
棟
改
修

電
気
設
備
工
事（
市
川
市
国

府
台
�
‐
�
‐
�
、国
府
台
団

地
構
内
）	
①
電
気
②
約
�

ヵ
月
③
教
育
研
究
施
設（
Ｒ

Ｃ
造
�
階
建
て
延
べ


�





㎡
）の
内
外
装
改
修
に
伴

う
電
灯
・
動
力
・
通
信
・
防
災

等
工
事
④
第
�
⑤
追
加

▼
東
京
医
科
歯
科
大
学
国

府
台
団
地
管
理
研
究
棟
改
修

機
械
設
備
工
事
（
市
川
市
国

府
台
�
‐
�
‐
�
、
国
府
台

団
地
構
内
）
	
①
管
②
約
�

ヵ
月
③
教
育
研
究
施
設
（
Ｒ

Ｃ
造
�
階
建
て
延
べ


�





㎡
）
の
内
外
装
改
修
に
伴

う
空
調
・
換
気
・
給
排
水
・

消
火
等
工
事
④
第
�
⑤
追
加

【
国
立
大
学
法
人
お
茶
の

水
女
子
大
学
】

■
一
般
競
争
入
札

▼
お
茶
の
水
女
子
大
学
館

山
野
外
教
育
施
設
改
修
整
備

工
事
（
館
山
市
香
�
）
	
①

建
築
一
式
②
約
�
ヵ
月
③
浴

室
改
修
他
④
第
�
⑤
追
加

【
木
更
津
工
業
高
等
専
門

学
校
】

■
一
般
競
争
入
札

▼
木
更
津
工
業
高
専
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
（
木
更

津
市
清
見
台
東
�
‐
�
‐



）
	
①
土
木
一
式
②
約
�

ヵ
月
③
既
存
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
改
修
④
第
�
⑤
追
加

業

務

【
国
立
大
学
法
人
千
葉
大

学
】

■
簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
（
拡
大
）

▼（
西
千
葉
）熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
新
営
工
事
設
計

業
務（
千
葉
市
稲
毛
区
弥
生

町


‐
�
、西
千
葉
団
地
構

内
）	
①
建
築
設
備
関
係
設

計
・
施
工
管
理
業
務
②
約
�

ヵ
月
③
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設（
�
�
�
㎡
）の
新
営
工

事
設
計
業
務（
建
築
・
設
備
一

括
発
注
）④
第
�
⑤
追
加

習
志
野
市
契
約
課
は
、�

年
度
の
発
注
予
定
工
事（
追

加
・
変
更
分
）と
し
て
、合
計

�
件
の
工
事
概
要
を
公
表
し

た
。内
訳
は
、市
長
部
局
執
行

分
が
�
件
、企
業
局
分
が



件
。追
加
し
た
案
件
は「
谷
津

�
丁
目
地
内
下
水
道
工
事
」

な
ど
�
件
。発
注
方
法
は
一

般
競
争
入
札
が
�
件
、指
名

競
争
入
札
が
�
件
、随
意
契

約
が
�
件
に
な
っ
て
い
る
。

公
表
さ
れ
た
発
注
予
定
工

事
の
内
容
は
次
の
通
り
。
▽

名
称
（
場
所
）
	
①
工
種
②

工
期
③
工
事
概
要
④
発
注
予

定
時
期
⑤
発
注
方
法
⑥
備
考

│
│
の
順
（
▼
は
新
た
に
追

加
し
た
案
件
）。

市

長

部

局

■
一
般
競
争
入
札

【
市
街
地
整
備
課
】

▽
都
市
計
画
道
路
�
・
�

・
�
号
線
側
道
排
水
施
設
設

置
工
事
（
花
咲


‐
�
�
�

�
‐


他
）
	
①
土
木
②
�

ヵ
月
③
工
事
延
長
Ｌ
�
ｍ
、

土
工
、
路
盤
工
、
排
水
施
設

設
置
工
④
第
�
⑤
工
事
概
要

・
発
注
時
期
変
更

【
道
路
交
通
課
】

▽
市
道
�
‐
�
�
�
号
線

他
道
路
改
修
工
事（
鷺
沼
台

�
‐


）	
①
舗
装
②
�
ヵ
月

③
道
路
補
修
、排
水
施
設
設

置
工
事
④
第
�
⑤
件
名（
市

道
�
‐


�
�
号
線
他
道
路

改
修
工
事
）・
発
注
時
期
変
更

▽
京
成
津
田
沼
駅
南
口
自

転
車
等
駐
車
場
補
修
工
事（
津

田
沼
�
‐
�
）	
①
建
築
②
�

ヵ
月
③
自
転
車
等
駐
車
場
補

修
④
第
�
⑤
発
注
時
期
変
更

【
下
水
道
課
】

▽
実
籾
�
丁
目
地
内
下
水

道
工
事（
実
籾
�
‐
�
‐
�
）	

①
土
木
②
�
ヵ
月
③
開
削
工

φ
�
�
�
㎜
×
Ｌ


�
�
ｍ

・
Ｍ
Ｐ


基
④
第
�
⑤
発
注

時
期
変
更

▽
藤
崎
�
丁
目
地
内
下
水

道（
そ
の
�
）工
事（
藤
崎
�
‐

�
‐


）	
①
土
木
②
�
ヵ
月

③
推
進
・
開
削
工
φ
�
�
�

〜
�
�
�
㎜
×
Ｌ
�
�


ｍ

④
第
�
⑤
発
注
時
期
変
更

▽
藤
崎
�
丁
目
地
内
下
水

道
工
事（
藤
崎
�
‐
�
‐
�
）	

①
土
木
②
�
ヵ
月
③
開
削
工

φ
�
�
�
〜
�
�
�
㎜
×
Ｌ

�


�
ｍ
④
第
�
⑤
発
注
時

期
変
更

▼
谷
津
�
丁
目
地
内
下
水

道
工
事（
谷
津
�
‐
�
‐
�
）	

①
土
木
②
�
ヵ
月
③
開
削
工

φ
�
�
�
Ｌ


�
�
ｍ
・
Ｍ

Ｐ


基
・
本
復
旧
工
Ａ
�
�

�
㎡
④
第
�
⑤
追
加

▼
谷
津
�
丁
目
地
内
下
水

道（
そ
の
�
）工
事（
谷
津
�
‐

�
‐
�
）	
①
土
木
②
�
ヵ
月

③
推
進
・
開
削
工
φ
�
�
�

㎜
×
Ｌ
�
ｍ
④
第
�
⑤
追
加

▽
谷
津
�
・
�
丁
目
地
内

下
水
道
工
事
（
谷
津
�
‐
�

‐
�
）
	
①
土
木
②
�
ヵ
月

③
公
共
桝
設
置
一
式
④
第
�

⑤
発
注
時
期
変
更

▽
藤
崎
�
丁
目
下
水
道
工

事
（
藤
崎
�
‐
�
‐
�
）
	

①
土
木
②
�
ヵ
月
③
推
進
・

開
削
工
φ
�
�
�
〜
�
�
�

㎜
×
Ｌ




�
ｍ
④
第
�
⑤

発
注
時
期
変
更

▽
下
水
道
災
害
復
旧
工
事

（
�
災
第
�
号
そ
の
�
）（
香

澄
�
‐
�
‐
�
）
	
①
土
木

②
�
ヵ
月
③
推
進
・
開
削
工

φ
�
�
�
㎜
×
Ｌ
�
�
�
ｍ

④
第
�
⑤
発
注
時
期
変
更

【
公
園
緑
地
課
】

▼
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
秋

津


号
緑
道
）
再
整
備
工
事

（
秋
津
�
‐
�
）
	
①
舗
装

②
�
ヵ
月
③
路
面
改
修
④
第

�
⑤
追
加

【
施
設
再
生
課
】

▽
袖
ヶ
浦
東
小
学
校
散
水

栓
系
統
改
修
工
事
（
袖
ケ
浦

�
‐
�
‐


）
	
①
管
②
�

ヵ
月
③
袖
ヶ
浦
東
小
学
校
の

散
水
栓
系
統
を
改
修
す
る
④

第
�
⑤
件
名
（
袖
ヶ
浦
東
小

学
校
防
火
水
槽
ポ
ン
プ
改
修

工
事
）
・
工
事
概
要
変
更

▽
第
�
中
学
校
校
舎
耐
震

補
強
工
事
（
袖
ケ
浦
�
‐
�

‐


）
	
①
建
築
②
�
ヵ
月

③
第
�
中
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
④
第
�
⑤
中
止

■
指
名
競
争
入
札

【
市
街
地
整
備
課
】

▽
市
道
�
‐




�
号
線

道
路
補
修
工
事（
谷
津
�
‐
�
）

	
①
舗
装
②
�
ヵ
月
③
道
路

補
修
、排
水
施
設
設
置
工
事

④
第
�
⑤
発
注
時
期
変
更

【
施
設
再
生
課
】

▽
谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー
観
察
室
お
よ
び
展
示

コ
ー
ナ
ー
空
調
改
修
工
事

（
秋
津
�
‐


‐


）
	
①

管
②
�
ヵ
月
③
観
察
室
・
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
空
調
設
備
を

改
修
す
る
④
第
�
⑤
変
更

▽
都
市
計
画
道
路
�
・
�
・

�
号
線
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事

（
本
大
久
保
�
‐
�
�
�
‐
�

他
）	
①
土
木
②
�
ヵ
月
③

フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
Ｌ
約



�
�
ｍ
、Ｈ


・
�
〜


・
�

ｍ
④
第
�
⑤
担
当
課
発
注

■
随
意
契
約

【
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施

設
課
】

▼
芝
園
清
掃
工
場


・
�

・
�
号
炉
ダ
ス
ト
掻
上
げ
コ

ン
ベ
ア
お
よ
び
�
号
炉
燃
焼

室
ダ
ス
ト
排
出
装
置
補
修
工

事
（
芝
園
�
‐
�
‐


）
	

①
機
械
器
具
②
�
ヵ
月
③



・
�
・
�
号
炉
ダ
ス
ト
掻
上

げ
コ
ン
ベ
ア
下
部
ケ
ー
シ
ン

グ
お
よ
び
コ
ン
ベ
ア
チ
ェ
ー

ン
の
交
換
、
�
号
炉
燃
焼
室

ダ
ス
ト
排
出
装
置
の
交
換
④

第
�
⑤
追
加

▼
芝
園
清
掃
工
場


・
�

・
�
号
炉
触
媒
反
応
塔
（



段
目
）
交
換
工
事
（
芝
園
�

‐
�
‐


）
	
①
機
械
器
具

②
�
ヵ
月
③


・
�
・
�
号

炉
触
媒
反
応
塔
の
触
媒
の



段
目
の
交
換
④
第
�
⑤
追
加

▼
芝
園
清
掃
工
場


・
�
・

�
号
炉
ダ
ス
ト
掻
上
げ
コ
ン

ベ
ア
補
修
、�
号
炉
燃
焼
室

ダ
ス
ト
排
出
装
置
補
修
お
よ

び
触
媒
反
応
塔
触
媒（


段

目
）交
換
工
事（
芝
園
�
‐
�
‐



）	
①
機
械
器
具
②
�
ヵ

月
③


・
�
・
�
号
炉
ダ
ス
ト

掻
上
げ
コ
ン
ベ
ア
下
部
ケ
ー

シ
ン
グ
お
よ
び
コ
ン
ベ
ア
チ

ェ
ー
ン
の
交
換
、�
号
炉
燃

焼
室
ダ
ス
ト
排
出
装
置
の
交

換
、

・
�
・
�
号
炉
触
媒
反

応
塔
の
触
媒
の


段
目
の
交

換
④
第
�
⑤
追
加

【
施
設
再
生
課
】

▽
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
空
調
設
備
改
修
工
事
（
屋

敷
�
‐
�
‐
�
）
	
①
管
②

�
ヵ
月
③
東
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
空
調
設
備
を
改
修

す
る
④
第
�
⑤
工
期
・
発
注

時
期
変
更

企

業

局

■
一
般
競
争
入
札

【
建
設
課
】

▽
三
山


‐
�
番
地
先
配

水
管
改
善
工
事（
三
山


‐
�
）

	
①
管
②
�
ヵ
月
③
水
道
配

水
管
改
善
工
④
第
�
⑤
中
止

▽
三
山
�
‐
 
番
地
先
配

水
管
入
替
工
事（
三
山
�‐ 
）	

①
管
②
�
ヵ
月
③
水
道
配
水

管
入
替
工
④
第
�
⑤
中
止

▼
東
習
志
野
�
‐
!
番
地

先
低
圧
管
・
配
水
管
布
設
工

事
（
東
習
志
野
�
‐
!
）
	

①
管
②
�
ヵ
月
③
低
圧
管
布

設
工
、
配
水
管
布
設
工
④
第

�
⑤
追
加

▼
本
大
久
保
�
‐
�
番
地

先
低
圧
管
・
配
水
管
改
善
工

事
（
本
大
久
保
�
‐
�
）
	

①
管
②
�
ヵ
月
③
低
圧
管
改

善
工
、
配
水
管
改
善
工
④
第

�
⑤
追
加

【
供
給
課
】

▼
第


系
�
号
お
よ
び
第

�
系


号
井
戸
ケ
ー
ジ
ン
グ

内
調
査
工
事（
船
橋
市
三
山
、

習
志
野
市
鷺
沼
台
）	
①
さ
く

井
②
�
ヵ
月
③
取
水
井
戸
の

水
中
ポ
ン
プ
引
上
げ
お
よ
び

井
戸
内
調
査
④
第
�
⑤
追
加

【
総
務
課
】

▽
庁
舎
本
館
耐
震
補
強
工

事
（
藤
崎


‐


‐
�
）
	

①
建
築
②
�
ヵ
月
③
庁
舎
本

館
耐
震
補
強
④
第
�
⑤
発
注

時
期
変
更

■
指
名
競
争
入
札

【
建
設
課
】

▼
本
大
久
保


‐
�
番
地

先
配
水
管
改
善
工
事
（
本
大

久
保


‐
�
）
	
①
管
②
�

ヵ
月
③
配
水
管
改
善
工
④
第

�
⑤
追
加

▽
三
山
�
‐
�
番
地
先
配

水
管
改
善
工
事
（
三
山
�
‐

�
）
	
①
管
②
�
ヵ
月
③
水

道
配
水
管
改
善
工
④
第
�
⑤

中
止【

工
務
管
理
課
】

▽
習
志
野
市
企
業
局
茜
浜

資
機
材
倉
庫
シ
ャ
ッ
タ
ー
お

よ
び
雨
樋
修
繕
工
事
（
茜
浜

�
‐


）
	
①
建
築
②
�
週

間
シ
ャ
ッ
タ
ー
お
よ
び
雨
樋

修
繕
工
事
④
第


⑤
担
当
課

発
注

熱熱
エエ
ネネ
変変
換換
施施
設設
をを
追追
加加

千
葉
大
学

総
合
研
究
棟
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
文 科 省
発注予定

千
葉
市
中
央
塗
装
協
同
組

合
（
堅
田
栄
治
代
表
理
事
）

は
�
日
、
千
葉
市
と
共
催
で

新
検
見
川
駅
に
隣
接
す
る
花

園
陸
橋
下
の
歩
行
者
通
路
へ

壁
画
を
作
成
し
た
（
写
真
）。

来
月
月
�
日
の
「
い
い
い
ろ

（






�
）
塗
装
の
日
」

を
記
念
し
、
�
年
前
か
ら
展

開
し
て
い
る
塗
装
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
一
環
。
地
元
の

花
園
中
学
校
の
美
術
部
生
徒

約
�
人
と
一
緒
に
壁
画
を
作

成
し
、
都
市
景
観
向
上
や
落

書
き
防
止
を
訴
え
掛
け
た
。

作
業
開
始
前
、主
催
者
を

代
表
し
て
堅
田
代
表
理
事
が

あ
い
さ
つ
。地
域
の
活

性
化
や
賑
わ
い
づ
く
り

に
つ
な
が
る
企
画
と
し

て
壁
画
作
成
の
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
た
事
を
説

明
。続
け
て
、「
楽
し
み

な
が
ら
怪
我
の
無
い
よ
う
に

作
業
し
、い
い
思
い
出
と
し

て
残
る
よ
う
に
自
分
の
作
品

を
描
い
て
ほ
し
い
」と
述
べ
、

素
晴
ら
し
い
作
品
の
完
成
に

期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
千
葉
市
の
永
名
淳

悟
土
木
部
長
は
、
「
壁
画
は

少
な
く
と
も
�
〜
"
年
は
残

る
。
こ
う
い
う
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
両
親
や
先
生
、
組

合
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
語
り
、

あ
い
さ
つ
に
代
え
た
。

壁
画
は
、
Ｊ
Ｒ
新
検
見
川

駅
に
隣
接
す
る
花
園
陸
橋
下

の
歩
行
者
通
路
両
サ
イ
ド
を

利
用
し
、地
元
中
学
生
が「
海

の
幸
」
を
テ
ー
マ
に
物
語
性

の
あ
る
絵
を
描
い
た
。
い
ず

れ
も
壁
面
は
縦
が
約
�
ｍ
、

横
幅
が
約
�
ｍ
。
橋
脚
部
分

も
含
め
約


�
�
㎡
を
使
い
、

誰
も
が
楽
し
め
る
ア
ー
ト
を

通
じ
た
賑
わ
い
や
華
や
い
だ

雰
囲
気
を
つ
く
り
、
地
域
の

活
性
化
等
に
繋
が
る
作
品
を

制
作
し
た
。

作
業
は
、
前
日
の
�
日
に

事
前
準
備
と
し
て
下
絵
を
描

い
た
ほ
か
、
一
部
上
塗
り
ま

で
実
施
。
翌
�
日
の
朝


時

か
ら
午
後
�
時
ま
で
の
間
、

夏
休
み
か
ら
構
想
を
練
っ
た

作
品
達
に
ペ
ン
キ
で
色
付
け

し
て
い
っ
た
。

当
日
の
塗
料
無
料
提
供
や

技
術
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
千
葉

市
中
央
塗
装
協
同
組
合
の
実

行
委
員
が
担
当
。
ま
た
、
壁

画
の
制
作
場
所
や
中
学
校
と

の
交
渉
、
壁
面
の
洗
浄
お
よ

び
下
処
理
（
シ
ー
ラ
ー
・
下

塗
り
）
な
ど
事
前
準
備
作
業

は
千
葉
市
土
木
部
が
担
当
し

て
い
る
。

花
園
陸
橋
下
の
歩
行
者
通

路
で
壁
画
を
作
成
し
た
の
は
、

#
年
度
に
続
き
�
回
目
。
こ

の
ほ
か
に
も
千
葉
市
中
央
塗

装
協
同
組
合
で
は
、
こ
れ
ま

で
!
年
度
に
美
浜
区
磯
辺
�

丁
目
地
内
（
美
浜
大
橋
下
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
ボ
ッ
ク

ス
壁
面
）、$
・
�
年
度
に
中

央
区
要
町
地
内
（
椿
森
陸
橋

交
差
点
下
通
路
壁
面
）、�
年

度
に
緑
区
お
ゆ
み
野
�
丁
目

地
内
（
日
照
田
橋
歩
道
壁

面
）、�
年
度
に
若
葉
区
み
つ

わ
台
�
丁
目
地
内

（
み
つ
わ
台


号
橋

壁
面
）
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
し

た
。今

回
参
加
し
た
企

業
名
は
次
の
通
り
。

▽
㈱
瀬
谷
塗
装
工

業
▽
伊
藤
仁
塗
装
㈱

▽
㈱
彩
▽
㈲
西
川
塗

装
店
▽
㈲
カ
ム
イ
▽

㈱
ヤ
オ
キ

地
盤
工
学
会
関
東
支
部
（
國

生
剛
治
支
部
長
）は
�
日
、「
第

�
回
学
校
対
抗
ソ
イ
ル
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
日

本
大
学
船
橋
校
舎
（
船
橋
市
習

志
野
台
）
で
開
い
た
。
学
生
�

チ
ー
ム
か
ら
社
会
人


チ
ー
ム

の
合
計
%
人
が
参
加
し
、
創
意

工
夫
し
て
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ

（
砂
製
の
梁
）
を
作
製
。
そ
の

強
度
や
高
さ
な
ど
の
設
計
・
施

工
能
力
を
競
い
合
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
「
耐
荷

重
」「
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
値
（
耐
荷

重
／
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
の
高

さ
）」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
設
計
方
法
）」の
各
部
門
賞
に

加
え
て
、
各
部
門
の
点
数
評
価

に
よ
り
総
合
優
勝
を
決
め
た
。

当
日
は
日
本
大
学
理
工
学
部

（
社
会
交
通
工
学
科
地
盤
工
学

研
究
室
）、中
央
大
学
（
大
学
院

理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専

攻
）、東
京
大
学
（
社
会
基

盤
学
専
攻
土
質
地
盤
研
究

室
Ａ
、
Ｂ
）、横
浜
国
立
大

学
大
学
院
（
都
市
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
学
府
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
、
Ｄ
チ
ー
ム
）、関
東
学

院
大
学
（
工
学
部
社
会
環

境
シ
ス
テ
ム
学
科
）
東
京

都
市
大
学
（
都
市
基
盤
工

学
科
地
盤
環
境
工
学
研
究

室
）
の
�
校
�
チ
ー
ム
に
、

社
会
人
チ
ー
ム
を
加
え
た
計
�

チ
ー
ム
が
参
加
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
國
生
支

部
長
が
、「
学
生
・
社
会
人
と
も

に
、日
ご
ろ
か
ら
研
究
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
活
か
し
て
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
。コ
ン
テ
ス
ト
に

勝
つ
と
い
う
こ
と
も
大
切
だ
が
、

何
よ
り
も
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

そ
し
て
、お
互
い
の
貴
重
な
交

流
の
場
と
し
て
頂
き
た
い
」と
述

べ
た
後
、コ
ン
テ
ス
ト
を
開
始
。

参
加
者
は
手
触
り
や
研
究
成

果
な
ど
を
基
に
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
配
合
方
針
を
決
定
。
バ
ッ

ト
（
木
の
杭
）
や
は
か
り
、
含

水
比
調
整
用
の
霧
吹
き
、
型
枠
、

締
固
め
道
具
、
網
な
ど
で
作
品

を
完
成
さ
せ
た
。

ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
は
粘
土
と

関
東
ロ
ー
ム
（
赤
土
）、珪
砂
、

噴
砂
の
�
種
類
を
基
に
、
高
さ

�
㎝
、
奥
行
き
�
㎝
、
長
さ
&

㎝
の
型
枠
で
作
製
し
た
。
東
京

都
市
大
学
チ
ー
ム
が
横
浜
国
立

大
学
大
学
院
Ｄ
チ
ー
ム
を
僅
差

で
か
わ
し
、
初
の
総
合
優
勝
を

飾
っ
た
。
評
価
基
準
の


つ
と

な
る
ソ
イ
ル
ブ
リ
ッ
値
は
�
・

'
で
、耐
荷
重
は
(
・
�
Ｎ（
ニ

ュ
ー
ト
ン
）
だ
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、各
部
門
賞
の
獲

得
者
に
表
彰
状
、総
合
優
勝
者

に
は
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

國
生
支
部
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

地盤工学会が
コンテスト

國生支部長

強
度
・
高
さ
な
ど
競
う

１１
チ
ー
ム

か
ら
４８
人

創意工夫し、ソイルブリッジ

荷重をかけてブリッジの強度を測定

木曜日
平成２４年 第１１５７２号

)
機
関
で
１４
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